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Hetacillinに よる腸チ フス ・パ ラチ フス保菌 者の治療につ いて

山 本 琢 三 ・角 田 沖 介 ・村 田 夏 樹

神戸市立中央市民病院

(昭和42年12月12日 受 付)

緒 言

Hetacillinは6-Aminopenicillanicacidか ら合 成 さ

九 た 広 範 囲 ス ペ ク トラ ム を 有 す るPCで 抗 菌 作 用 は

Aminobenzy1-penicillin(AB-PC)と 類 似 し,グ ラ ム陽

性 球 菌 お よ び陰 性 桿 菌感 染 に有 効 とされ る新 抗 生 剤 で,

両 者 の 化 学 構 造 式 を比 較 す る と次 の よ うで あ る。
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AB-PCの 腸 チフス保菌者に対する治療効果について

戦わが国においてもかねてか ら検討 され て い るがη,

Hetacillinに ついてはいまだ報告をみない。本剤は試験

管 内でチフス・パラチフス菌に対 し1.25mcg/m1前 後

のMICを 示 し2・3・1・5),また きわめて高濃度に胆 汁内に

排泄されることが知 られているので6),こ れ を 腸 チ フ

スパラチフスの保菌者に投与 してその治療効果を胆摘術

の所見 と合わせて検討したので報告する。

症 例

症例1土 8才 女

既往歴31才 の時子宮外妊娠で手術を受けた 以 外tc

撚 熱性疾患を否定し,特 記すべきものはない。

現病歴 昭和42年3月20日 給食従事者の検便にて腸

チ フス保菌者であることを発見された。

入院後の経過 入院8日 目よりHetacillin1日 量1.G

94回 に,分服17日 間 計179を 投与 した。投薬終了後

8時 間で胆摘術を施行した。菌検出状況は表1の ごとく

で ある。

表1症 例1土00 女
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術前検査で尿,血 液生化学,肝 機能等に異常を認めず。

胆嚢造影では胆嚢は くびれ型を呈 し収縮やや不良にて

結石陰影1コ を認めた。

手術所見 胆嚢はやや拡大し,癒 着を認めるも壁肥厚

せず,ひ ようたん型にくびれ,内 容は濃厚緑色胆汁と小

指頭大ない し小豆大金米糖状濃緑色結石8=を 認めた。

胆嚢内容液をセレナイ ドおよび胆汁培地増菌,直 接平

板塗抹培養を行なうも全 く菌の発育を認めず。小豆大結

石は胆汁培地に投入 して1週 間観察 したが,菌 の発育を

認めないので胆石を砕いたところ,チ ブス菌を純培養に

検出した◎小指頭大結石はそのまま胆汁培地に投入Lて

24時 間後にチフス菌の発育を認めた。

胆嚢内液のHetacillin濃 度は16.35mcg/mlを 示し

たo

症 例2伊 4才 女

既往歴 特記すべきものなし。

家族歴 昭和11年 娘2人 が腸チフスに罹患して入院

したことがあるo

現病歴 娘が腸チフス保菌者 と決定されて家族検便を

受け,チ フス菌を検出された。

入院後の経過 昭和41年11月5日 入院,入 院4日 目

よりHetaciliin1日 量2.09を4回 に分服10日 間,次

いで1日 量1.095日 間計259を15日 間にわたつて

投与 した。 こ、の間副作用 と思われるものはなかつた。菌

検出状況は表2の ごとくである。

胆嚢造影を行な うも造影せず。

Hetacillin投 与2日 目より尿中チフス菌は陰 性 とな

り,投 薬終了後十二指腸 ゾンデ採取胆汁 も陰 性 となつ

たo

症例3大 0才 女

既往歴 熱性疾患を否定し,特 記すべきものなし。

現病歴 昭和41年4月 より給食に従 事し,毎 月1回

検便を受け,同 年7月 始めてパラチフスB保 菌者 と決定

された。

表2症 例2伊OO 女
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表3症 ・例3大0美 0才 女

病81510152G2530
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入院後の経過 昭和41年7.月25日 入 院。入 院10日

目よりHetacillin1日 量2・09を4回 に分服12・5日

間計259投 与 し,投 薬終了後14時 間で胆摘術を施行

した。菌検出状況は表3の ごとくである。

術前検査で尿,血 液,肝 機能等に異常を認めず◎

胆嚢造影では結石像を認めず,ま たヨーク錠による収

縮良好で,異 常は認め られなかつた。

手術所見 胆糞はわずかに大網と癒着している外はさ

したる癒着もなく,ま たうつ滞,炎 症所見等を認めず,

小結石1コ を触れた。内容は黄褐色胆汁と緑色米粒大の

結石1=を 認めた。

胆嚢内容液を培養するに全 く菌を検出せず。 また結石

をそのまま,次 いで砕き胆汁増菌培養を行な うも菌を検

出しなかつた。

胆嚢内液のHetacillin濃 度 は8.71mcg/m1で あ つ

た。

総括並びに考案

2例 の腸チフス保菌者 と1例 のパラチフスB保 菌者に

Hetacillinを 投与して観察 した結果,前 述のごとくいず

れも尿および胆汁中のチフス菌 パラチフス菌が陰性と

なつた。この成績は本剤を胆道系持続排菌者に内服せ し

めることによつて菌消失が期待で きることを示 して い

る。しか しAB--PC投 与の場合に経験されている こと

は,そ の内服によつて,い つたん菌の消失をみても後に

再び排菌をみるに至るものが 多いことである7・9)。か か

る場合ほとんど総べて胆石の存在が確認されてお り8),

胆石を有する保菌者では化学療法のみによる完全治癒は

困難なことが多い。従がつてHetacillinの 場 合にも同様

なことを考慮する必要があり,症 例2の ような胆嚢造影

陰性で手術を行なわなかつた例ではさらに長期にわたる

観察の必要なことはいうまでもないが,注 目すべぎこと

はHetacillinの 内服によつて,た とえそれが一時的であ

つたとしても,全 例 ともかな りすみやかに尿および十二

指腸ゾンデ採取胆汁中の菌が陰性化したことであ り,症

例1,3に み られた ように本剤内服後摘出した胆嚢胆汁

にも全く菌を証明せず,Hetaci11in濃 度 もそれぞれ16・35

mcg/ml,8.71mcg/mlの 高濃度を示したことであ る。

かかる事実は胆道系保菌老の化学療法剤としての本剤に

大いなる期待を寄せ得るところであるが,症 例1の 摘出

胆石の菌培養結果が示す ように,あ る程度の大さを もつ

胆石ではその中に存するチフス菌,パ ラチフス菌に対 し

て薬剤の作用が及び難 く,こ のような症例が再排菌をき

たす ものと思われ る。いつぼ う症例3の ような胆石が き

わめて小さいものでは胆石中の菌も死滅し,化 学療法の

みによる完全治癒 も望み得るのではなかろうか。

結 語

1.腸 チフス,パ ラチフス保菌老3例 にHetacillinの

内服投与を行なつたところ,い ずれもすみやかに尿およ

び十二指腸 ゾンデ採取胆汁中の菌は陰性化 した。

2.そ のうち2例 に胆摘術を行なつたが,摘 出胆嚢内

液は高濃度にHetacillinを 含 有 し,全 く菌を検出しな

かつた。 しかし摘出胆石の小豆大ないし小指頭大のもの

からはチフス菌を検出した0

3.Hetacillinに よる保菌者の治療に当つては胆石の

存在 とその大 さに留意することが必要であり,化 学療法

の限界がこの辺に存在するものと考える。

本論文の要旨は第10回 日本伝染病学会中日本地方会

シソポジウムの一部として発表したo

胆摘術については当院外科 渡辺三喜男,小 野辰久両

博士に,ま た胆汁内濃度測定は神戸大 小林稔博士 の厚

意によつた。共に深謝す る。
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THERAPEUTIC USE OF HETACILLIN

TAKUZO YAMAMOTO,  OKISUKE  TSUNODA & NATSUKI MURATA 

               Kobe Municipal Central Hospital

 The authors report 3 cases of typhoid and paratyphoid carriers treated with hetacillin. In two, cho-

lecystectomy was performed to investigate the bacilli in  the gallbladder. To investigate the problem 

further, an attempt was made to isolate the bacilli from gall-stones. 

 The authors summarize their experience gained in the treatment of 3 patients with hetacillin and 

consider that the chemotherapeutic effect of both hetacillin and AB-PC depends on the size of stones 

in the gall-bladder.




